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竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

が
収
ま
ら
な
い
中
、
市
は
保
育
・

教
育
施
設
等
で
の
社
会
的
検
査
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
他
自
治
体
の
取
組
状
況

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
保
育
・
教
育

施
設
等
に
お
け
る
社
会
的
検
査
に

西
の

な
お
美

議
員
（
ネ
ッ
ト
）
　
令

和
３
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
都
こ

ど
も
基
本
条
例
の
規
定
の
う
ち
、

子
ど
も
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
や

子
ど
も
の
権
利
擁
護
な
ど
に
つ
い

公
表
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
募

集
要
項
に
記
載
し
た
。
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
つ
い
て
は
、
公
表
に

関
す
る
記
載
の
有
無
が
統
一
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
３
年

度
か
ら
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
、

募
集
要
項
へ
の
記
載
を
徹
底
す
る

よ
う
周
知
し
て
い
る
。

遠
田

宗
雄

議
員（
公
明
）　
差
別

な
き
社
会
の
構
築
に
向
け
、
多
摩

格
差
の
解
消
は
、
今
後
の
市
政
運

営
に
お
い
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
思
う
が
、
市
は
、
都
の
取
組

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

政
策
総
務
部
長
　
都
は
、
こ
れ
ま

で
多
摩
地
域
の
義
務
教
育
施
設
や

公
共
上
下
水
道
、
道
路
な
ど
に
つ

い
て
重
点
的
な
整
備
を
行
い
、
こ

れ
ら
の
格
差
は
、
か
な
り
の
部
分

で
解
消
さ
れ
た
と
の
認
識
を
示
し

て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
都
の

取
組
は
格
差
の
縮
小
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

議
員
　
多
摩
格
差
に
係
る
市
の
課

題
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
考
え
か
。

政
策
総
務
部
長
　
現
在
、
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
や
ト
イ
レ
の
洋
式

化
と
い
っ
た
学
校
関
係
の
整
備
に

つ
い
て
、
老
朽
化
対
策
等
と
併
せ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
近
年
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
、
防
災
対
策
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
策
定
中
の
第
７
次
府

中
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
課
題

解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

つ
い
て
は
、
施
設
で
陽
性
者
が
判

明
し
た
場
合
に
対
象
を
限
定
し
て

実
施
し
て
い
る
都
内
自
治
体
の
事

例
を
把
握
し
て
い
る
。
本
市
と
し

て
も
、
当
該
施
設
で
陽
性
者
が
判

明
し
た
際
の
社
会
的
検
査
の
実
施

は
、
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
お
り
、
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

議
員
　
保
育
施
設
職
員
や
小
・
中

学
校
教
職
員
に
対
す
る
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
優
先

接
種
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
職
種
を
限
定
し

た
優
先
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
や

都
の
専
門
機
関
に
よ
る
判
断
が
必

要
な
た
め
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
、
研
究
し
て
い
く
。

他�

誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
整
備
と
保
育
士
の
待
遇
改
善

を
求
め
て

て
は
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
子
ど
も

の
権
利
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

市
長
　
子
ど
も
の
権
利
条
約
や
都

こ
ど
も
基
本
条
例
が
保
障
す
る
子

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
本
市

に
お
い
て
も
尊
重
す
る
考
え
で
あ

り
、
子
ど
も
の
意
見
を
尊
重
し
、

そ
の
最
善
の
利
益
を
優
先
す
る
こ

と
を
念
頭
に
今
後
も
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員
　
子
ど
も
の
悩
み
や
困
り
事

を
解
決
す
る
と
と
も
に
制
度
改
善

な
ど
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
子
ど
も

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
を
設
置
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
が
、

本
市
に
設
置
す
る
こ
と
の
意
義
や

課
題
等
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
子
ど
も
の
権

利
擁
護
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知

識
等
を
有
す
る
人
材
が
必
要
に
な

る
が
、
子
ど
も
自
身
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

出
し
や
す
い
環
境
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
先
進
自
治
体

を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

奥
村

さ
ち
子

議
員
（
ネ
ッ
ト
）
　
新

庁
舎
の
建
設
に
係
る
施
工
者
の
選

定
過
程
で
、
市
低
入
札
価
格
調
査

委
員
会
に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ

た
が
、
こ
の
調
査
結
果
内
容
が
議

会
で
示
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

行
政
管
理
部
長
　
低
入
札
価
格
調

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）　
令

和
３
年
３
月
の
法
改
正
に
よ
り
、

小
学
校
の
学
級
編
制
の
標
準
が
、

３
年
度
以
降
５
年
間
で
、
40
人
か

ら
35
人
へ
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
が
期
待

す
る
こ
と
を
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
移
行
最
終
年
度
に
お
け

る
市
立
小
学
校
の
学
級
数
の
増
減

見
込
み
は
。

教
育
長
　
学
級
規
模
が
小
さ
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
状
況
把
握
や
実
態
に

即
し
た
柔
軟
な
指
導
の
実
現
、
教

員
と
子
ど
も
た
ち
と
の
信
頼
関
係

が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

改
修
計
画
を
見
直
す
考
え
は
。

教
育
部
長
　
同
計
画
は
６
年
度
に

最
初
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
当
た
っ
て
は
、
中

学
校
の
35
人
学
級
移
行
に
関
す
る

国
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
移
行

し
た
場
合
も
踏
ま
え
、
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

前
川

浩
子

議
員（
市
フ
ォ
）　
コ
ロ

ナ
禍
が
２
年
目
に
入
っ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
中
で
生
活
困
窮
に
陥
っ

た
世
帯
へ
の
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

市
長
　
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
方
針
を
踏
ま
え
、
令

和
２
年
度
は
市
独
自
の
給
付
金
の

支
給
、
子
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体

へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
た
が
、
子

育
て
世
帯
の
暮
ら
し
に
大
き
な
困

難
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
３

年
度
も
子
ど
も
食
堂
運
営
団
体
へ

の
支
援
等
を
継
続
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
関
係
団
体
等
と
の
連

携
の
も
と
、
子
ど
も
と
家
庭
に
寄

り
添
っ
た
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

議
員
　
子
ど
も
食
堂
運
営
団
体
等

の
市
民
団
体
と
市
が
協
働
し
て
、

査
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し

た
基
準
価
格
を
下
回
る
価
格
で
入

札
し
た
者
が
い
る
場
合
に
、
契
約

内
容
に
適
合
し
た
履
行
が
可
能
で

あ
る
か
調
査
・
判
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
市
の
要
綱
な
ど
に
基
づ
き

適
切
に
運
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
表
や
報
告
は
行
っ
て
い

な
い
。

議
員
　
技
術
提
案
を
求
め

る
総
合
評
価
方
式
や
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の
事
業

者
募
集
に
あ
た
り
、
募
集

要
項
な
ど
に
落
札
者
の
提

案
を
公
表
す
る
こ
と
を
明

記
し
て
い
る
か
。

行
政
管
理
部
長
　
総
合
評

価
方
式
で
行
っ
た
新
庁
舎

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、

教
育
部
長
　
移
行
最
終
年
度
と
な

る
７
年
度
の
学
級
数
は
、
３
年
度

と
比
較
し
、
６
学
級
増
加
の
見
込

み
で
あ
る
。

議
員
　
今

回
の
法
改

正
の
対
象

に
は
な
っ

て
い
な
い

が
、
中
学

校
の
35
人

学
級
実
現

を
視
野
に

市
学
校
施

設
改
築
・

長
寿
命
化

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
見
守
り
を
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
国
の
支
援
対

象
児
童
等
見
守
り
強
化
事
業
の
導

入
を
含
め
、
先
進
事
例
な
ど
を
参

考
に
関
係
機
関
等
と
協
働
に
よ
る

地
域
の
見
守
り
に
つ
い
て
、
研
究

・
検
討
し
て
い
く
。

他�

「
国
家
安
全
保
障
上
重
要
な
土
地
等

に
係
る
取
引
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
案
」
に
つ
い
て

保育・教育施設等職員への

ワクチン優先接種の考えは

子どもオンブズパーソン
設置の意義について
市 の 見 解 は

多摩格差に係る市の課題について

今後どのように取り組む考えか

国や都の専門機関の判断が
必要なため今後の動向を
注 視 し 研 究 し て い く

子どもがＳＯＳを出しやすい

環境になると考えている

現 在 策 定 中 の
第７次府中市総合計画を基に
課題解決に向け取り組んでいく

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
等
で
の
事
業
者
募
集
に
あ
た
り

募

集

要

項

な

ど

に

落

札

者

の

提
案
を
公
表
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
か

小
学
校
の
学
級
編
制
の
標
準
が

引

き

下

げ

ら

れ

る

が

市

が

期

待

す

る

こ

と

は

子
ど
も
食
堂
運
営
団
体
等
の
市
民
団
体
と
の

協
働
に
よ
る
地
域
の
見
守
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

必

要

と

思

う

が

市

の

考

え

は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
度
か
ら
募
集
要
項
へ
の

記
載
を
徹
底
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
状
況
の
把
握
や

実

態

に

即

し

た

柔

軟

な

指

導

の

実

現

な

ど

を

期

待

し

て

い

る

先

進

事

例

な

ど

を

参

考

に

研

究

・

検

討

し

て

い

く

　▲新庁舎建設の様子

　▲３５人学級の授業風景


